































































































































































































































名前がなかったらいやだ (IM) : 






I T : 今日はですね、ちょっと復習から入っていきたいと思います。こんな疑問が
：ありました。 FYさんのですけども、合併の本当の理由は何やったのか。ど
：うですか。
2 Y S : お金のため。一つ一つの市に与えるよりも一つの市の方が全体的には安くつ
：くから。
3 FY : それもあると思うけど、もっと他にあるかなと思って。
4 T : じゃ、その辺も含めて考えていきたいと思います。で、今日何するの。何が
：話題になっとった？
；こんなこと、覚えてない？「村によって考え方が違う」というのと
5 FK ! だから、合併しない。
6 T : 合併しない方が良かった、というのともう一つは？
7 YS : 合併する。
8 FK : ほうがいい。
9 T lどんな意見あった？
10 HH : 俺、いったやつ。ちっちゃい町でも。小さい町が発展するのは難しい。
I T : もう一つ。お金の問題。 (f, 税を有渤に使えるJと薯いた紙を貼りながら）
12 T iしばらく時間をおいているんで、記憶がとんでいるかもしれんけど。
13 Y S : 税を有効につていってるけど、借金してるのに、返さなあかんのにそんな有
澤にとかいってられへんやん。それと発展し続けたら緑がなくなっていくと
i思う。すべてがすべて発展していったら森なくなるやん。




15 Y S : それには限度がある。緑を減らさんように発展しても、まわりに緑があるん
：やから緑が減ると思う。煙とかで。




18 T : 村おこし的な発展。
19 HH : そうそう。地方の特色を出すみたいな。そしたらもっと活性化する。
20 MT : 発展したらお金が増える。
21 YS : 組紐ぐらいやったら小さい村でも作れるのと違うの。だったら、小さい村で
惇大きい村でも組紐ぐらい作れるやん。
22 T : だから小さいままでいいと。
23 HY : 小さい村に入ってくる国からの資金は少ないから。大きい市とか町やったら
！そういう発展する可能性みたいなのがあるから、いっぱいお金もらえたり、
＇お金が良く回るから、 ちゃうの。
24 Y S : 組紐からどう発展するのか。信楽焼からどう発展するのか。
25 HH 澤ったらえーやん。
26 Y S : 売るのが発展なん？
27 HH : 作るには金が欲しいやん。
28 T : 歴史・文化を大切につて、前も言ったゃん。かたやき・忍者・組紐はそんな
：に大事なんか？
29 T : どっちがえーの？
30 FM : 合併しても変わらへん。だから発展もし一ひんし。
31 HY : 合併して歴史とか文化どうなるの、良くなるってことなん？伊賀市になった
：ら上野という名がなくなるわけゃん。なくなったわけゃん。だから歴史とか
：がかわってしまうのかなって。
32 Y S i合併して歴史・文化って変わるの？変わらへんて。
33 HH : 俺、変わると思う。名前の歴史が変わる。気持ちの問題。
34 YS : 何が気持ちゃねん。






36 Y S : 伊賀市の上野やんな。歴史変わるとか関係ないやん。上野は上野や。
37 T : 上野は上野やったら合併してもいいということや。話が変わってきたな。




40 HM : 合併してるとこって発展してるの？
41 Y S : 発展ってするわけないやん。
42 MY : 合併したっていう事実があるだけで、今までやってきたこととそんなに変わ
：ってない。
43 T : 結局、これか、合併の本当の理由ってこれか？金か？これか？これで結局、
: FMさんの意見がやな。これがこうしてこちらへび一つといって、これで終
：わりか。
44 HY : お金か。
45 T : それじゃ、これはどーでもええんか。
46 HY i他に、なにかあるのかよくわからん。
47 T i他に何かあるのか？
48 Y S : 他に何かあるのかを考えるのが、 HY君の仕事。
49 T : これから考えていくのがみなさんの仕事やな。ちょっとな、正月に朝日新聞
！にこんな記事があった。 1年生の時のこととちょっと関係するんで持ってき
！た。 （記享配布）
50 IM : (記事を読む）
51 OA : (続けて記事を読む）
52 HH : やっぱり、お金欲しさの人もいる。




55 HY : 道州制って書いてある。
56 T : なんやった道州制ってつ
57 HH : 県同士の合併とか。
58 T : これについて 1年の時にみんなで話し合ったこと、みんなに言って。何が話
：題になったんやな。
58 FM : 三重県が中部と近畿の境目にあるやんか。それで住んでいる人が、津とかや
：ったら中部やけど、ここらやったら近畿やんか。ほんでどっちがいいか。
59 T : 覚えとる。
60 S : 思い出した。
61 YS : 名古屋向きか大阪向きかという話やろ。山で別れているとかという話やろ。
62 T : 伊賀は？合併する時どうするって話あったやろ。
63 Y S : 山の左勝手は関西で、右勝手はあれやってん。
64 T i分けよって話になったんか。
65 S : ぅぅうん。
66 S : なってたよ。
67 S : なってないし。
68 T : 分けよって話も一時はあったよね。
69 HY : 川があって。
70 MY : 他の学校にもやな。
71 T : だから、私は最後これやりたくつてずっと待っとったんや。
72 S : 3年間、うわっ。
73 T : このこと、 lAの人覚えとるかな。 FMさんとDAさんが言ってたんやけど。
74 S : あー、言った。言った。
75 T : これ関係してくるしさ、これと今の合併の問題とさ。
76 HH : 関係あるね。合併だってさ、住んでいる人が納得いけばいい。
77 HY : 難しいな。















4 HY : どうでもいいというのはちょっと言い過ぎかもしれんけど、住んでいる人が
！みんながみんな納得できるような方法はなかなか無い。
5 TK : 前言った同じ考えで、みんな同じ考えで分けたら難しいと思うけどさ、だか
！ら交通とか文化とか日常生活を考えて分けたい。
6 FK : 三重は近畿関西とか中部東海？
7 T : ぁー、こっちの話題。これも絡んでくるけどな。
8 HY'三重は近畿関西かという-とも絡んでくる
9 FK : 道州制で分けたらよい。
IO T 'あー 、道州制。
11 Y S : 道州制やん、な一先生。
12 T : これも絡んでくるな。
13 HH : 一人でも多くに人の意見を反映してもらう方がいいと思う。
14 T : なんか、こっちの意見ばっかりなんやけど、 MYさんどうですか。






16 YS : 先生、質問していい？あのさ、道州制とかそういうのってさ、やろうという
：動きはあったん、既に？
17 FM : ある。
18 YS : じやあさ、反対している人とかいるんやろ、道州制やるんやったら三璽県に。
｛反対している人がいるんやったらどうでもよくないっていうことやん。理由
：があるからやろ、だからどうでもよくない。
19 MA : みんなが納得できるってできひんから、できひんと思うから、決め方はまあ
！何でもいいけど、少数の人の意見も反映したらいいと思う。
20 T : で、どうしょう。少数意見を反映してどうしていきましょ？
21 MA : どっちかは我慢したらいい。
22 Y S : 我慢しやなあかんの。選挙とかそういう系で決まるんと違うん。
23 FK : 少数意見とか反映されへん。だからもう分けやんでいいのと違うん。
24 YS i分けやんでいい。今そういう動きがあるねんで。
25 T :HK君はMYさんと一緒。 MYさんに近い意見、 HSさんもだったね。
26 HS : どちみち意見が別れるんだから、どっちでもいい。
27 YS : 人の家に工事した時ってさ、お金払ったらその家にどけてもらうことできる
iやん。という感じの流れでさ、いやなやつはちゃうとこへ引っ越してもらっ
：たらええんとちゃうん。立ち退き。
28 T : 過激な意見が出ましたが、どうですか？
29 MY : それこそさ、住民の意見を無視している。無理矢理やねんから。
30 Y S : 引っ越したい人だけ。
31 MY : そういう意見でえへんだら、別に引っ越したいという人もいいひんのと違う
；の。
32 FK : 金払って引っ越しさせるの？嫌やって言ったら、引っ越せへんやん。
33 HH : だからさ、引っ越させるのはあかんやん。
34 Y S : 引っ越したいやつだけ引っ越したらいい。
35 :-IH iでも、そこにいるのがええねんで。
36 MY : 引っ越したくない人はどうするねん。
37 Y S : そこでもう我慢する。
38 MY : そら、どっちにしたって。
39 HY : かわいそうやん。
40 YS けごから、嫌な地域で過ごすか、引っ越して自分が好きな地域に行くかや。
41 T :HYさんどう、今のYS君の意見？
42 FY : そうしてたら、反対する人もいいひんようになると思うけど、やっぱり人の
：意見を無視することは、やっばりそこの市をやっていくんやったら、ちょっ
：としんどいかなって思う。
43 T : 市をやっていくつて、どういうこと？
44 FY : あとでもめてくるやんか。だって、脅して無理矢理させるのはあかんことや
！し。
45 HK : そんなんなんか、治安維持法みたいな。








48 MY : ものすごいことや。
49 FK : おかしいやん。ちょっと考えよ。
50 T i名張へ出て行きたい人は出て行きさということやな。なんか変なことない？
！むこうに書いてあること、一番最初にYS君が言ったことと。
51 Y S : 文化より自分の気持ちが大切な人は出て行きさということ。
52 MY : 合併の時に文化をぼろくそに言ってたくせに今頃何を言うか。
53 T : 文化どうするのさ。
54 Y S : ゃっぱ、あかんな。文化は大事。
55 FK : みんなに謝れ。訳わからんこと言うて。
56 HY :Y S君の意見は、住む人のことを全く考えていない。
57 Y S iう一んつ。
58 HH : 合併してもさ、そこに住んでるやん。同じ所に。だからさ、土地は嫌じゃな
：くて、名前が欲しいだけやと思う。好きっていうか、愛着がある。名前が欲
：しいんや。




60 HY : 長野でもそういうのあったよ。
61 T : 長野のこと、まえHY君のいないときに話がすんでんね。長野の話はどうな
：ったん？
62 FK 漬可出た。
63 T : 長野はどうなったん9
64 HY : 岐阜県。
65 T i長野から岐阜へ行ったんやな。
66 HY : なんかめっちゃ有名な人、いるんやんかな。
67 HH : 誰それ？
68 HY : 島崎藤村やったけ。
69 T : 島崎藤村が信州という舞台、木曽、それが岐阜になったら違うっていろいろ
：もめたんやなこれはな。
70 T : そしたら、 HH君の土地は好きだ、でも名前が欲しいということや、これっ
：てさ、これやろ。 （「三重は近畿閤西か中那衷海か」を指しなが‘ら）
71 S : あー。同じやな。
72 T i同じゃろ。これって、これっちゃう。
73 HY : 確かに。土地が嫌いやから出て行くというのは違う。
74 T : 土地は嫌いというわけではない。
75 Y S : 別に出てかんでえーやん。










79 T : 前々回の感想でこんなんありました。貼ろかな、貼らんとこかな。
80 S : 貼ろ。
81 T :MRさんの、「住民や全体にとっていちばん良い方法はないのかなぁ」
③第5時の授業記録




2 HH : 土地には愛着がある。名前が欲しいということだ。
3 vs l質問。どういう意味ですか。
4 T : じゃ、これについてHH君説明してくれますか。
5 HH :y S君が引っ越しとか言っていたけど、引っ越しはしたくない。でも名前は
：有名にして欲しい。税金とかは欲しいけど、引っ越しはしたくない。
6 T : どういうこと？
7 HH : 税金は有効に使いたい。
8 YS : 名前のために引っ越すの嫌やと言うなら、違うところにも税金あるやん。
9 HY : 自分が住んでいるところ嫌いという人、あんまりいやへん。名前が名張じゃ
！ないから嫌なわけやん。名前があれば問題ないやろ。
10 T : ちょっと、これだけ確認しておこか。愛着ということ。
11 FK : 愛着もってるのって、名前じゃなくそこの環境に対してだ。
12 T : 今、課題になっているのは、土地に対して愛着はある、これに対してどうか
：ということやな。それとももう一つは名前についてはどうかということ、そ
：の土地の名前が自分に欲しいかいらんかということやな。
13 Y S : ょうわからへん。そんな人いるん？
14 MY : ほんまに嫌いやったら引っ越しているはずやん。
15 FM : 生まれ育ったところやから、愛着はある。
16 TK : 愛着はある。
17 HM : 愛着はある。私も引っ越してきて前の所も愛着あるけど、こっちに来てそこ
：の地域の特色・文化とか知って、また違う文化を知っていいなぁって思う。
！前の所も好きやし。
18 YS : 先生、俺は愛着ないで。別にどうも思もわへんし。
19 T : もうちょっと、聞いてみよか。 NMさんも引っ越してきたよな。どう？
20 NM : 私、昔住んでた所はすごい便利なところで、都市の中心部みたいなところや
厨ど、こっちの方が安全というかあんまり事件とか起きひんからこっちのほ
：うがVヽVヽ。
21 T : 前の所は嫌い？
22 NM : 便利やったから好きやったけど、でもこっちの方が長いし。
22 T : FYさんはどう？ずっとこっちに住んどるけど。
23 FY : 大きい都市とか行ったら、ビルとかばっかやん。家のまわりは田んぼとかお
：米とかがいっぱいで自然がいっぱいやから、だからここしか住んだことはな
：いけど、やっばり私的には愛着はある。
24 T : 将来どっかへ引っ越すことがあったらどうやろな。
25 FY : そこに引っ越すということは、その士地が気に入ったから住むっていうこと
：やから、住んだら愛着は出てくる。
26 Y S : ちょっと質問。愛着ってなんなん？
27 FK : なんかさ、どっかさよその土地へ行ってさ、他の土地に住んでても帰ってき
：たいとかしヽ うこと。
28 S : ホームシックじゃん。
29 HY : 思い出の場所が長く使っているものやったら、なんかそれ以外は・・・・。
30 HK : 故郷が恋しく思うこと。
31 YS i先生、やっと意味わかった。思い出のものっていう感じやな。





34 T : まぁさ、将来いっかい考えてみて。愛着ということについては。 20年経っ
：たときに、地元のことどう思うかとかさ。どうやろな。
35 MY : うちはさ、むかし00に住んどったからさ、そっちの方が身近に感じんねん
：か。引っ越してきたからさ、途中から入り込めへんものが、近所付き合いの
i面で、しかもまわりおっさんばっかりやから。
36 MA : 愛着はある。
37 FK : 俺あるで。
38 Y S : 俺ないで。
39 HY : 一人だけやん。
40 YS : じゃ、手を挙げてもらってよ。
41 T : ぇーよ。愛着あるなって思う人？手を挙げて。 （ほぽ至具が挙手）
直ら、どーする。







44 T : あなた、どっちよかったんやっけ。
45 NT : 近畿。
46 T : 東海っていうことになったらどう 9
47 NT : 近畿に入れてって言う。
48 T : 誰に言う？
49 NT : わからんけど言う。
50 MT : どういうことかわからへん。
51 T : もう一度説明して。
52 FM : たとえば近畿関西がいいと思っている人は近畿関西っていう名前が欲しい。
53 IM :FMさんに賛成。名前なかったらいや。
54 MR : 名前なかったらさみしいし、名前なかったら住んでいたという感じしゃんか
：ら、名前が欲しい。
55 MA : 名前がなかったらやっぱりなんか違うような気がするから、名前は欲しい。
56 T : ぁなたはどっち？
57 MA : どちらでも良いけど名前は欲しい。
58 OA : 名前は欲しい。
59 T : あなたはどっち？
60 OA : 両方とも良いところがあると思う。どっちでもいいと思うけど、名前は欲し
iし‘。
61 HY : 近畿って思ってたら近畿って言ってたらいいし、中部やって思ったら中部で
：しW しヽ。
62 FK : どっちかかはっきりさせたらいい。
63 HY : だってはっきりしてへんにゃもの。はっきりしてへんにやから各々でいいや
：ん。名前はいらんという訳じゃないよ。名前はなかったら困るやろ。
64 FY : ここら辺は近畿の方が近いし、近畿の方が親しみがあると思うけど、伊勢と
：かの方やったら、逆に東海の方が親しみやすいというところがあると思うか
：ら、親しみを感じている方にいったらいいと思う。











66 Y S : 三本締めしょうか。















































































































































































好き 14人 ふつう 7人 嫌い6人
-92 -
く社会科で重要なことは＞．．．．
言葉を覚える 7人調べる 14人考え話し合う 6人
く今までの社会科の授業は＞ ．． 





























1年生4月 (1A)・ ・ ・ ・ 
言葉を覚える7人 調べる 14人考え話し合う 6人
1年生3月 (1A)・ ・ ・ ・ 
言葉を覚える2人 調べる 6人考え話し合う 19人
3年生3月 (3B) …• 





























































社会科が好きは 63%・ 嫌いは 37%という数
字であるが，一方，筆者の社会の授業が好きは
78%・ 嫌いは7%である。筆者の授業は好きとい
う生徒よりも社会科が好きという生徒の方が少
ない。これは， 3年生の3月という高校入試が間
近に迫った時期で，コメントにもある「覚えるこ
とが大変」ということが多いこともからも，やは
り社会科では入試対策としていわゆる知識を覚
えなくてはならないというプレッシャーがその
数字に表れたものと考えられる。
また，「言葉を覚える」と書いた生徒の一人は
「まず最低限は」という注釈をつけていた。社会
科では「言葉を覚える」「調べる」「考え話し合う」
これら 3つの要素がすべて重要であり，調べたり
考え話し合ったりする前提として最低限の知識
が必要であると気がついたものと考える。「学ん
でいて，色々な知識を身につけられておもしろい
から」のような感覚を持った生徒を育成，すなわ
ち「調べる」「考え話し合う」と「覚える」こと
が違和感なく両立するような授業の重要性・必要
性を改めて感じる。
(3) 今後の授業の課題と方向性
次のアンケート結果を見ていただきたい。
3年生 3月 ＜以前に受けていた授業との違
い＞
あり 24人無し 3人
-94 -
•他の授業は説明を聞いているだけでかなり退屈だけ
ど，藤森先生の投業は{i]というか自由というか自
分たちで授業の方伺性を決めている感じがして楽し
い。僕は滅多に意見を言わなかったけれど，閉いて
いるだけでも楽しいときがある。
．勉の先生はほとんど教科書の流れで授業するけど，
藤森先生の援業は教科書にのっていないことを教え
てくれる。
・ただ大専な語句を鴬えるだけ（教科書授業）じゃな
く，みんなの興味のわくような按業だと思う。みん
なが考えることができて良いと思う。
•他の先生はいろんなことを教えてくれる感じだけ
ど，社会は目分たちで考え，自分たちで進めていく
感じがする。
•他の先生はこれ覚えろというけど，藤森先生の授業
はそんなことは言わないで，みんなで泄の中のこと
を言い合って援業をする、点。
・教科書ばかりより退厠じゃないから良い。
•他の授業ではこんなに話し合わないし，黒板を消さ
ないのでノートをとりやすい。
• 一つの話題を自分たちで話し合いをすること。
• 一つのテーマをもとに問題をみんなで話し合って，
また出てきた問題をみんなで話し合って色々な方伺
に広がっていくこと。
・自分の考えが拮てていい。
・クラス全員で一つのことを話し合う点。みんなの思
いが聞けて自分の考えも変わったりする。
・社念はみんなで話し合って進めていく楊であるか
ら，積極的になれていいと思う。
・話し合ったりしないと， どういうことでそれが起き
たとか理由がわからない。
・話し合いで援栗が進んじゃって，話について行けな
い子もいたと思う。
・常に話し合い，みんなで投業している感じ。友達の
意見を閉くのは勉強になる。入試の峙にどうなるか
不妥だったこともあった。もう少し知識を覚えるこ
とも必要だと思う。家で勉強したらいいねんけどな
かなかやりたくならないので学校で鉗える機全をつ
くって欲しい。
• 他の学校の人が知らないようなこともたくさん知れ
た。
・資料を読んだりすることによって思ったことやその
資料を見てどのような學が感じ取れるかなど考える
力が身につくと恩う。
・「自分で調査する」ことでしょうか。知識ばかり押し
こまないで， まず疑閻に思った算などをみんなで話
し合ったりする点。 1年生の峙は「目分で調査するJ
ということは， すごくいやで嫌いでした。けれど，
学年が上がっていくうちに，それが反対に楽しくなっ
たりしてきました。疑閻に思ったことなどで話し合
うときは，たまに相手の意見と合わなくて対立する
こともありましたがそこが私的には楽しかったで
す。
3年生 3月 ＜藤森の授業を受けて変わったこ
と＞．．．．
あり 15人無し 11人
・入試にも役立つ， 目分で文をまとめたり考えたりす
る力がついてきたような気がする。
・テストの練記問題がけっこう解けるようになった。
マニアックな閻題ができるようになった。
・疑閻に思ったことを目分から調べたり，友達に閉い
たりしたこと。
・調べたりするようになった。
• なんだろうなと思うことがあったら，気がつくと考
えている点。
・いろいろな視野で授業を受けられるようになった
り， 自分で思ったことが出せるようになった点。
・自分の考えを拮てた。
• ものを深く考えるようになった。
・目分の意見を拮つようになりました。積極的ではな
いのですが，自分の思っていることが言えるように
なったりできました。
• 発表することが少しできるようになった。
・少しは積極的になったところ。目分の意見が言える
ようになった。
・積極的に取り組んだこと。
•投業を受けて，その後テレビで出ていたり自然と典
味を持つようになった。
・人生観が変わった。
• 今までは藤森先生みたいないい援業を受けたことが
なかったけど，藤森先生の社会の援業を受けて，今
まで以上に社会という授業に対して本当に良かった
と思っているし， もっと社会の投業の良いところを
他の人に教えていきたいと思った。
「いろいろな視野で授業を受けられるように
なったり，自分で思ったことが出せるようになっ
た。」「知識ばかり押しこまないで，まず疑問に
思った事などをみんなで話し合った。 1年生の時
は「自分で調壺する」ということは，すごくいや
で嫌いでした。けれど，学年が上がっていくうち
に，それが反対に楽しくなったりしてきました。
疑問に思ったことなどで話し合うときは，たま
に相手の意見と合わなくて対立することもあり
ましたがそこが私的には楽しかったです。」「自
分の意見を持つようになりました。積極的ではな
いのですが，自分の思っていることが言えるよう
になったりできました。」などから，筆者が3年
間社会科の授業を通してめざしたこと，「生徒が
自分で問題や課題を見つけ，自ら考え判断しなが
ら，自ら解決していく資質や能力，すなわち問題
解決の方法や学び方を身につけるとともに，問題
解決の喜びを実感できるような授業を構想した
いと考える」は，ほぼその目標に近づくことがで
きたと思われる。
また，今回「入試にも役立つ，自分で文をまと
めたり考えたりする力がついてきたような気が
する。」と書いた生徒は， 1年生の時のアンケー
トで「教科書を使わないこと，塾の先生に入試の
時に困ると言われた，かなり心配。」と書いた生
徒である。このような問題解決学習は，高校入試
にも十分対応するものとして生徒の評価を受け
たと考えたい。ただ前述したように「調べる」「考
え話し合う」と「知識を覚える」ことが違和感な
く両立するような授業の重要性・必要性を改めて
感じる。
*l 拙稿「三重県の地域的特色をとらえる中学校地理授業」（『中等社会科教育研究25』2006)
*2 表中のイニシャルは生徒をあらわす。
*3 授業記録中のTは授業者である筆者，その他イニシャルは生徒の発言である。
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